
第77回SGRAフォーラム 

なぜ、戦後80周年を記念するのか？
～ポストトランプ時代の東アジアを考える～

2025年7月26日（土）14：00～17：00
於・早稲田大学大隈記念講堂 小講堂 およびオンライン（Zoomウェビナー）

日本語・中国語（同時通訳付）

報告



総合司会 李 恩民
桜美林大学

開会挨拶 今西 淳子
渥美国際交流財団

関口グローバル研究会

歓迎挨拶 鷲津 明由
早稲田大学

初夏の暑い日差しの中、会場にもオンライン上でも
多くの方々にお集まりいただきました。



基調講演 Ⅰ．

「冷戦、東北アジアの安全保障と
中国外交戦略の転換」 
沈 志華（華東師範大学）

基調講演Ⅱ．

「冷戦から冷戦までの間 
第2次世界大戦後米中関係の展開と日本」 

藤原 帰一（順天堂大学）



若手研究者による討論

東アジアの地政学的転換と朝鮮半島を考える
権 南希（関西大学）

タイ保守派の陰謀論分析から考える政治的断層線 
ラクスミワタナ モトキ（早稲田大学） 

国際秩序と知的交流—留学生政策から考える—
野﨑雅子（早稲田大学）

民間の歴史認識・信頼構築・協力と和解への道 
李彦銘（南山大学）



モデレーターの林 泉忠さん
（東京大学）の進行で
質疑応答を行った。 

オンラインで寄せられた質問を
読み上げる陳璐さん（早稲田大学）。
オンラインと会場の両方から
たくさんの質問が集まった。 



総括・閉会挨拶 
劉 傑（早稲田大学）

ご参加いただきました皆さま、ありがとうございました。
講演録は来年6月にSGRAレポートとして発行予定です。
ぜひご一読ください。



（休憩中）



（休憩中）
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